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交流能力向上の困難さNo.75

義髙 亙

子供たちが課題を抱えて、教室でうまくいか

ない状況がある場合。

そのうちの原因が人間関係・人との関わり、で

ある事があります 。

この課題を学習や指導で課題解決しようという

試みは、古くから行われています。私も今まで

数々の試行錯誤をしてきました。

そのうちの一つがソーシャルスキルトレーニン

グです。対面、ペープサート、アプリなど試して

みました。ソーシャルスキルトレーニングのAIア

プリ開発もその一つです。AIで音声のやり取り

で学習できるものです。そのAIアプリは全国で

賞を受賞しました。受賞アプリが効果がないと

したら大変です。合わせてSSトレーニングの効

果を本気で検証しました。しかし、結論を言いま

す。SSトレーニングはAIアプリも含めて学習効

果を証明することができなかったのです。私の

AIアプリの出来や指導がよくなかったという原

因もあるかもしれません。他のトレーニングでも

体感的に効果がある、という話はあります。で

すが、効果を具体的に検証して、データなどで

効果を実証できたものは見つけられませんでし

た。

トレーニングが効果を上げられない原因を追究

しました。SSトレーニングは、こんな時はこうす

るというパターンマッチングであるものが多い

です。実際の場面で効果を発揮できなかった原

因の一つは、単純なパターンで当てはまらない

場面が多いことでした。そしてもう一つは、わか

っているが、やりたくなかった。という結果だっ

たのです。例えば、朝あったら挨拶をする、その

事は知っている、でも言う勇気がなくでできな

い、というケースがありました。迷惑を掛けたら
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謝るというのはわかっている。でも素直に謝れ

なかった。というようにです。不登校の子ども

に、朝起きたら学校に登校する、と指導するの

と同じかもしれません。小学校や特支学級では

別の結果が考えられますが、中学校通常学級在

籍の子供では、わからない、ではなく、わかるが

やれないという状態でした。

わかっているのにやりたくない、という場合の

指導は中学校の個別指導では難しかった、とい

うのが実感でした。ソーシャルスキルトレーニン

グで素晴らしい個別指導ができて、指導者の主

観的効果でなく、実際の効果を実証できる方が

いるとしたら教えていいただきたいと思ってい

ます。
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